
大学時代に尺八を手にした 山幻海さんは、3年目で国際尺八フェスティバルの
本戦に出場するなど、尺八にのめりこんでいったそうです。学校教育に和楽器
が導入されるようになりましたが、尺八はまだまだなじみの少ない楽器。その尺
八の魅力や西洋の音楽と日本の伝統音楽の違いなどを教えていただきました。

数奇な運命に導かれて
尺八を始めた

　私が尺八と出会ったのは大学時代のこ
と。選択科目の和楽器で尺八をやること
にしたところ、運命的なものを感じる出
来事がありました。全く知らなかったので
すが、人気曲の『瀧

たき

落
おち

』について書かれた
本に先祖の名前が出てきたのです。「これ
はもう尺八をやるしかない」と思いました。
　奈良・飛鳥時代、雅楽の楽器だった尺
八はいったん廃れ、鎌倉時代に再び日
本に入ってきました。そこに関わったの
が私の先祖です。三代将軍の源実朝は
芸術に造詣が深く、当時最も芸術文化
が発展していた宋に 景

かげ

倫
とも

を派遣しま
した。しかし、実朝暗殺の報を受け、途
中で引き返し菩提を弔うために高野山で
出家し、和歌山県の由良に興

こう

国
こく

寺
じ

を建立。
高野山で仲の良かった法

ほっ

燈
とう

国
こく

師
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を宋へ
の渡航費を出資して送り出したことで、
再び尺八が伝来しました。ちなみに法燈
国師は醤油と味噌のもとになる金山寺味
噌を伝えた人でもあります。

西洋の音楽とは違う日本の
伝統音楽の魅力に触れてほしい

　尺八に惹かれたのは、高校時代の留
学体験も影響していると思います。日本
には独特の魅力的な文化があるのに、
海外の人たちに「日本の文化はすごいん

だぞっ」と自慢できなかった。私はそれ
をとても恥ずかしいと思いました。
　今はスマホ一つで何でも調べられます。
便利ですが、本当に知るにはやはり体験
してみることが大切だと思います。
　尺八は単純な楽器ですが、吹いてみ
ると、音を出すのは難しいことがわかり
ます。そうすると、「演奏者はなぜこんな
すごいことができるのか」と、尺八とい
う楽器に対する印象も変わるでしょう。
　尺八の穴は約11ミリと大きいものです。
それを指で押さえて演奏しますが、わず
かに開けるようにすると、うまく音を出せ
なかったり、逆に味のある音が出たりもし
ます。不便であると同時に、自由度が高く、
演奏者の工夫次第でいろいろな表現がで
きるのは尺八の面白いところ。そんな尺
八の演奏を聞いたり、触れたりし、日本に
は独特の文化があることを知って、日本
人として誇りをもってほしいと思います。
　そもそも西洋と日本では宗教観が違い、
それが音楽にも反映されています。よい
例が天井から降り注ぐ教会の鐘の音と、
地を這うような梵鐘の音です。できるだ
け澄んだ音を目指す一神教の西洋の音
に対して、多神教の日本は伝統的に余
計な音を好みます。
　実際、尺八の場合だと、わざとかすれ
た音を出すサワリ音（風切り音などのノ
イズ）や指を打ったときの竹の音があり
ます。そうした一見無駄なものを排除せ

ず、楽しみ、面白味を感じられるのも日
本人の独特の感性で魅力的な文化なの
だと思います。

ちょっとした一言が大きな影響を
与えることがある

　音楽の指導では擬音を使って感覚的
に話す人もいれば、技巧や科学的な理
由を説明して教える人もいます。私は後
者が合うほうで、なぜ音が出るのかを知
りたいと思いました。アインシュタイン
は根源がわからないと納得できなかった
と言います。同じように、理屈がわから
ないと前に進めない子もいます。そうい
う子には、きちんと説明してあげてもら
えたらと思います。
　興味のもち方は子どもによって違いま
す。例えば、音楽と歴史や宗教を結び
つけることもできるし、音楽的表現は詩
に近いものがあるので国語と、音の伝わ
り方なら理科と関連づけることもできま
す。先生方には教科の枠を超えていろ
いろなことを織り交ぜて話してもらいた
いと思います。
　私は小学校のとき、先生に作文をほめ
られたのを覚えています。おかげで今も
文章を書くことに抵抗感がありません。
ですから、ほめるのでも注意するのでも、
ちょっとした一言がその子の人生に良くも
悪くも大きな影響を与える可能性がある
ということを忘れないでほしいと思います。
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